
丸善の村田社長が先月の株主総会で退任された。今
後会長職をどうするか検討したが、丸善から新社長が
業務に慣れるまでしばらく会長職は休職したい旨申し
出があったのでそのまま受け入れることにした。

委員会活動報告（各委員長）

総務委員会
・委員会は毎月開催の予定だったが、事務局が大方の
作業を行ったので、全員での委員会は5回開催され
た。委員は藤村（丸善）、長谷川（ユサコ）、沖（教
文館）、折戸（OCS）の各氏。
会報委員会
・例年通りの活動を行っている。
・齋藤氏（日本文献出版）の連載記事が終了した。次
回の執筆者等希望があればお寄せください。
広報委員会
・先期は10月、1月の2回のセミナーを行った。
・今年度は理事会からも意見を頂いているので、これ
を踏まえて行いたい
事業委員会
・例年の東京ブックフェアの売上は徐々に伸びてい
る。今年もTIBFは7月に開催され、バーゲンも例
年通り実施する。主催者のリードとの関係で案内が
若干遅れているが、近日中に行う。
ホームページ・ダイレクトリー委員会
・2006年版ダイレクトリーは予算を大幅に上回る広
告を頂き感謝している。今後ともご協力をお願いし
たい。
・ホームページを一新した。英文のページを作るなど
見やすい構成とした。
文化厚生委員会
・パーティー、同好会など毎月何かの活動を行ってい
る。参加いただき、感謝している。
・新企画としてボーリング大会を行う。
・総会、パーティーの会場として、プレスクラブが定
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2007年度定時総会は5月25日（金）午後4時30分よ
りプレスクラブ（束京都千代田区）にて開催された。

〔出席状況〕出　席26社
委任状24社
計　50社

正会員61社に対して上記のとおり過半数の出席を
得たので、協会定款第5章第31条の規定に基づき本総
会は成立した。
藤村理事（丸善）の司会・進行により開会、正田事
務局長より総会出席状況および会員動向が報告され
た。
グレシャム理事長（UPS）の開会の挨拶の後、理事
会及び各委員会の2006年度の沽動内容、2007年の活
動予定が報告された。

理事会活動報告（中林副理事長／日貿）

１．委員長会議の新設
理事と各委員長と合同で行っていた理事会を、決裁
事項を討議する理事会と、具体的な行動案等を討議す
る委員長会議に分けた。昨年度は理事会を3回、委員
長会議を11回開催した。
２．会員訪問
グレシャム理事長が理事長として初めて会員全社訪
問を行った。会員各社とのコミュニケーションが、か
なりスムーズになったのではないかと思う。
３．女性経営者の会
小松崎理事による「女性経営者の会」も回を重ねて
成果が出てきた。女性を中心とした分科会は他に無
いので今後も継続して御願いする。
４．理事定員
定款の改定を視野に入れて新理事会での検討を御願
いする。
５．会長職

2007年定時総会
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着した。仲介いただいているグレシャム理事長
に感謝している。
議案審議〔議長:グレシャム理事長〕

【2006年度決算報告】

関口総務委員長の内容説明の後、村山監事（ゲ
ーテ書房）及び鈴木監事（三省堂)より監査報告が
あり、採決の結果2006年度決算報告は承認された。
【2007年度予算案】

関口総務委員長の内容説明の後、採決の結果
2007年度予算は可決、承認された。

役員選挙
菅野選挙管理委員長から開票結果が発表され

た。
カッコ内は協会代表者（敬称略）
【理事】 当選 丸善㈱（藤村裕二）

日本出版貿易㈱（中林三十三）

ＵＰＳ社（Mark Gresham）
㈱雄松堂書店（新田満夫）
㈱医学書院（金原　優）
ユサコ㈱（山川隆司）
㈱東亜ブック（鶴　三郎）

次点 日本洋書販売㈱（賀川　洋）

【監事】 当選　　㈱ゲーテ書房
㈱南江堂

次点　　㈱極東書店

以上ですべての議事を終了し、中林副理事長の挨拶
を以て2007年度定時総会を閉会した。
選挙後の新理事会で、㈱医学書院金原氏から洋書関
連事業からの撤退と理事の辞退の説明があり、討議の
上了承された。理事には次点の日本洋書販売㈱の賀川
洋氏が繰上げ当選となった。 以上

＜成績表＞ グロス　ハンデ　ネット

優勝　鶴　三郎（東亜ブック） 99    27.6  71.4

２位　根来恒男（ケイラインロジスティックス） 84      12 72

３位　楠本　忍（日本洋書販売） 86  13.2    72.8

４位　山下志信（サンメディア） 100   26.4  73.6

５位　齋藤純生（日本文献出版） 87    13.2  73.8

ベストグロス 真庭雅一（エルゼビアジャパン）82（OUT 38 IN 44）

ドラコン　真庭雅一　楠本　忍　鶴　竜次×2

ニアピン　小林謙作　斎田利幸　山川隆司×2

委員会報告 ＜文化厚生委員会＞

第１２５回 ７２会ゴルフコンペ

2007ダイレクトリーに誤りがございました。

シュプリンガー・ジャパン㈱

１．住所の英文標記は　No. 2 Funato Bldg., 1-11-11,

Kudankita, Chiyoda-ku, Tokyo 102-0073

２．営業責任者の山崎氏の License Manager は

Licensing Managerです。

お詫びと訂正

ビューローホソヤ

広告ページ、1ページ目の内容は間違いです。先

日配布致しましたPDFファイルをご参照下さい。

ご迷惑をおかけいたしました。お詫び申し上げま

す。

ホームページ・ダイレクトリー委員会

2007年5月19日（土）晴

会場：桃里カントリー倶楽部（栃木県）

参加者：13名（12社）
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海外ニュース海外ニュース海外ニュース海外ニュース海外ニュース海外ニュース海外ニュース海外ニュース海外ニュース海外ニュース海外ニュース海外ニュース海外ニュース海外ニュース海外ニュース海外ニュース海外ニュース

AAP会長が、Motion Picture Association of

America（映画）、Recording Industry Association of

America（ 音 楽 ）、 Entertainment Software

Association（娯楽）各協会会長とともに発表したとこ

ろでは、中国の海賊行為によりこれら著作権産業が蒙

った損害は、2006年で23億ドル以上になるという。

このうち書籍・雑誌の海賊行為で出版社が受けた損

害は５千２百万ドルで、これは昨年合法的に中国に輸

出された書籍･雑誌の倍以上の金額だ。そして、これ

らの金額にはインターネットを通したデジタル系の海

賊行為は含まれていないのだ。

ロシアにおける海賊行為は、世界でも最悪の状況に

あり、あらゆる著作権商品のための正規の市場が、同

国の海賊行為によって破壊されようとしている。

書籍･雑誌の出版だけでなく、ソフトウェア、映画、

音楽産業などの著作権産業が、昨年一年間の損害額が

１億ドル以上にのぼったと表明している。

The Association of American Publishers (AAP)

http://www.publishers.org/

（ニュース提供：丸善洋書部）

超党派議員グループによる「2007年国際海賊

行為監視リスト」

全米出版社協会（The Association of American

Publishers＝AAP）は、他の著作権産業のグループ

および米国議会の超党派議員グループ（Con -

gressional International Anti-Piracy Caucus）と共同

で、「2007年国際海賊行為監視リスト」を発表した。

議員グループは中国とロシアをワースト2と名指し

し、ＷＴＯ（World Trade Organization）が中国に対

して取締りを強化するよう勧告したことを高く評価し

ている。これら二か国のほか、著作権侵害行為の多い

国として、メキシコ、カナダ、マレーシアが挙げられ

ている。

沿革

1923年、ウィーンにてベラ・ホロヴィッツ博士と

ルードヴィッヒ・ゴールドシャイダー氏により創設

され、社名はソクラテスの弟子で霊魂の不滅を論じ

た「ファイドン」にちなんで名付けられました。主

な目標は、質の良い本を手軽な価格で提供すること

であり、これは多言語版と大量発行のさきがけをす

ることで達成されました。当初は文学、哲学、歴史

うちの会 社

書などを出版しておりましたが、1936年からゴッホ、

ボッティチェリ、フランス印象派の大型美術書を高

品質の図版付きで出版し始めました。

第二次世界大戦中にファイドンはイギリスに移転

し、戦後は親しみやすいものと学術的なもの両方で

次々と画期的な美術書を生み出しました。1950年、

金字塔ともいうべき本、『The Story of Art』――高

名な美術史家エルンスト・ゴンブリッチによる美術

史の概説書――を出版。1995年には16刷が出版さ

れ、現在に至るまで700万部以上販売され、翻訳さ

れた言語は30カ国以上にのぼります。『The Story

of Art』は美術史の入門書として今日でも他の追随

を許さず、アートの分野では最高の人気を誇ってい

ます。現在、パリ、ベルリン、バルセロナ、ニュー

ヨーク、東京に支社を構えております。

代表取締役社長　青木　有子

〒113-0021 東京都文京区本駒込6-5-3
ビューネ本駒込ビル11F

TEL：03－5940－5377 FAX：03－5940－5378
URL http://www.phaidon.com
E-mall order@phaidon.co.jp

ファイドン株式会社
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